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【手続補正書】
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【手続補正１】
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（１）で表される化合物。
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　式（１）において、Ｑ１～Ｑ４は独立して、式（２）、水素、ハロゲン、または炭素数
１～３０のアルキルであり、このアルキル中の任意の－ＣＨ２－は、－Ｏ－、－Ｓ－、－
ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＣＨ＝ＣＨ－、または－Ｃ≡Ｃ－で置き換えられてもよく、そ
して任意の水素はハロゲンで置き換えられてもよく、Ｑ１～Ｑ４の少なくとも２つはそれ
ぞれ異なる基を表してもよい式（２）であり；式（２）において、Ａは独立して、１，４
－シクロへキシレン、１，４－フェニレン、１，４－シクロヘキセニレン、ピリジン－２
，５－ジイル、ピリダジン－３，６－ジイル、ピリミジン－２，５－ジイル、ビシクロ［
２．２．２］オクタン－１，４－ジイル、ナフタレン－２，６－ジイル、テトラヒドロナ
フタレン－２，６－ジイル、デカリン－２，６－ジイイル、または１，３－ジオキサン－
２，５－ジイルであり、これらの環の任意の水素がハロゲン、炭素数１～３のアルキルま
たは炭素数１～３のフルオロアルキルで置き換えられてもよく；Ｘは独立して、単結合ま
たは炭素数１～２０のアルキレンであり、このアルキレン中の任意の－ＣＨ２－は、－Ｏ
－、－Ｓ－、－ＣＯＯ－または－ＯＣＯ－で置き換えられてもよく、そして任意の水素は
フッ素で置き換えられてもよく；Ｚは、単結合、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＣＨ２ＣＨ

２－、－（ＣＨ２）４－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＯＣＨ２－、－（ＣＨ２）３Ｏ－、－Ｏ（Ｃ
Ｈ２）３－、－ＣＦ２ＣＦ２－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＨ＝ＣＨＣＨ２ＣＨ２－、－ＣＨ

２ＣＨ２ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＨ＝ＣＨＣＨ２Ｏ－、－ＯＣＨ２ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＦ＝Ｃ
Ｆ－、－Ｃ≡Ｃ－、－ＣＦ２Ｏ－、－ＯＣＦ２－、－ＣＨ２ＣＨ２ＣＦ２Ｏ－、－ＯＣＦ

２ＣＨ２ＣＨ２－、－ＣＨ２ＣＨ２ＣＯＯ－、－ＯＣＯＣＨ２ＣＨ２－、－ＣＨ＝ＣＨＣ
ＯＯ－、－ＯＣＯＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡ＣＣＯＯ－、または－ＯＣＯＣ≡Ｃ－であり；ｎ
は、０～３の整数であり、ｎが１、２または３であるとき複数のＡはそれぞれ同一の基で
あってもよく、異なる基であってもよく、またｎが２または３であるとき複数のＺはそれ
ぞれ同一の基であってもよく、異なる基であってもよく；Ｐは、式（Ｐ１）～（Ｐ８）で
表される重合性の基のいずれか１つであり；Ｗは、水素、ハロゲン、炭素数１～３のアル
キルまたは炭素数１～３のフルオロアルキルである。ただし、Ｑ１およびＱ２が共に水素
、かつＱ３およびＱ４が共に式（２）であるとき、Ｐは（Ｐ８）ではなく、Ｑ１およびＱ
２が共に水素、かつＱ３およびＱ４が共に式（２）であり、式（２）において、ビナフタ
レン環に隣接するＸが－ＯＣＯ－、ｎが０、Ａが１，４－フェニレン、Ｐに隣接するＸが
－Ｏ（ＣＨ２）４ＯＣＨ２－、Ｐが（Ｐ２）のとき、Ｗはエチルではない。
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【請求項２】
　Ｑ１～Ｑ４が独立して、式（２）、水素、フッ素、塩素、臭素、または炭素数１～２５
のアルキルであり、このアルキル中の任意の－ＣＨ２－は、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＣＯＯ－
、－ＯＣＯ－、－ＣＨ＝ＣＨ－、または－Ｃ≡Ｃ－で置き換えられてもよく、そして任意
の水素はハロゲンで置き換えられてもよく；Ａが独立して、１，４－シクロへキシレンま
たは１，４－フェニレンであり、これらの環の任意の水素がハロゲン、炭素数１～３のア
ルキルまたは炭素数１～３のフルオロアルキルで置き換えられてもよく；Ｘが独立して、
単結合、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－または炭素数１～１０のアルキレンであり、このアルキ
レン中の任意の－ＣＨ２－は、－Ｏ－で置き換えられてもよく、そして任意の水素はフッ
素で置き換えられてもよく；Ｚが、単結合、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＣＨ２ＣＨ２－
、－ＣＨ２Ｏ－、－ＯＣＨ２－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－、－ＣＨ２ＣＨ２ＣＯＯ－
、－ＯＣＯＣＨ２ＣＨ２－、－ＣＨ＝ＣＨＣＯＯ－、または－ＯＣＯＣＨ＝ＣＨ－である
請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　Ｑ１～Ｑ４が独立して、式（２）、水素、フッ素、塩素、臭素、または炭素数１～１０
のアルキルであり、このアルキル中の任意の－ＣＨ２－は、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＣＯＯ－
、－ＯＣＯ－、－ＣＨ＝ＣＨ－、または－Ｃ≡Ｃ－で置き換えられてもよく、そして任意
の水素はハロゲンで置き換えられてもよく；Ａが独立して、１，４－シクロへキシレン、
１，４－フェニレン、または任意の水素がフッ素、塩素、メチルもしくはトリフルオロメ
チルで置き換えられた１，４－フェニレンであり；Ｘが独立して、単結合または炭素数１
～１０のアルキレンであり、このアルキレン中の任意の－ＣＨ２－は、－Ｏ－で置き換え
られてもよく、そして任意の水素はフッ素で置き換えられてもよく；Ｚが、単結合、－Ｃ
ＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＣＨ２ＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＯＣＨ２－、－Ｃ≡Ｃ－、－
ＣＨ＝ＣＨＣＯＯ－、または－ＯＣＯＣＨ＝ＣＨ－である請求項１に記載の化合物。
【請求項４】
　請求項１に記載の式（２）において、Ｐが、式（Ｐ２）、（Ｐ３）、（Ｐ５）、（Ｐ６
）、（Ｐ７）、または（Ｐ８）である請求項２または３に記載の化合物。
【請求項５】
　請求項１に記載の式（２）において、Ｐが、式（Ｐ２）、（Ｐ３）、（Ｐ６）、（Ｐ７
）、または（Ｐ８）である請求項２または３に記載の化合物。
【請求項６】
　請求項１に記載の式（２）において、Ｐが、式（Ｐ２）である請求項２または３に記載
の化合物。
【請求項７】
　Ｑ１およびＱ２が独立して、ハロゲンまたは炭素数１～３０のアルキルであり、このア
ルキル中の任意の－ＣＨ２－は、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＣＨ＝Ｃ
Ｈ－、または－Ｃ≡Ｃ－で置き換えられてもよく、そして任意の水素はハロゲンで置き換
えられてもよく、かつＱ３およびＱ４がそれぞれ異なる基を表してもよい式（２）であり
；Ｐが、式（Ｐ８）である請求項１に記載の化合物。
【請求項８】
　Ｑ１およびＱ２が独立して、フッ素、塩素、臭素、または炭素数１～２５のアルキルで
あり、このアルキル中の任意の－ＣＨ２－は、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－
、－ＣＨ＝ＣＨ－、または－Ｃ≡Ｃ－で置き換えられてもよく、そして任意の水素はハロ
ゲンで置き換えられてもよく、かつＱ３およびＱ４がそれぞれ異なる基を表してもよい式
（２）であり；Ａが独立して、１，４－シクロへキシレンまたは１，４－フェニレンであ
り、これらの環の任意の水素がハロゲン、炭素数１～３のアルキルまたは炭素数１～３の
フルオロアルキルで置き換えられてもよく；Ｘが独立して、単結合、－ＣＯＯ－、－ＯＣ
Ｏ－または炭素数１～１０のアルキレンであり、このアルキレン中の任意の－ＣＨ２－は
、－Ｏ－で置き換えられてもよく、そして任意の水素はフッ素で置き換えられてもよく；
Ｚが、単結合、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＣＨ２ＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＯＣＨ２
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－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－、－ＣＨ２ＣＨ２ＣＯＯ－、－ＯＣＯＣＨ２ＣＨ２－、
－ＣＨ＝ＣＨＣＯＯ－、または－ＯＣＯＣＨ＝ＣＨ－であり；Ｐが、式（Ｐ８）である請
求項１に記載の化合物。
【請求項９】
　Ｑ１およびＱ２が独立して、フッ素、塩素、臭素、または炭素数１～１０のアルキルで
あり、このアルキル中の任意の－ＣＨ２－は、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－
、－ＣＨ＝ＣＨ－、または－Ｃ≡Ｃ－で置き換えられてもよく、そして任意の水素はハロ
ゲンで置き換えられてもよく、かつＱ３およびＱ４がそれぞれ異なる基を表してもよい式
（２）であり；Ａが独立して、１，４－シクロへキシレン、１，４－フェニレン、または
任意の水素がフッ素、塩素、メチルもしくはトリフルオロメチルで置き換えられた１，４
－フェニレンであり；Ｘが独立して、単結合または炭素数１～１０のアルキレンであり、
このアルキレン中の任意の－ＣＨ２－は、－Ｏ－で置き換えられてもよく、そして任意の
水素はフッ素で置き換えられてもよく；Ｚが、単結合、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＣＨ

２ＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＯＣＨ２－、－Ｃ≡Ｃ－、－ＣＨ＝ＣＨＣＯＯ－、または
－ＯＣＯＣＨ＝ＣＨ－であり；Ｐが、式（Ｐ８）である請求項１に記載の化合物。
【請求項１０】
　請求項１に記載の式（１）において、Ｑ１～Ｑ４がそれぞれ異なる基を表してもよい式
（２）であり；請求項１に記載の式（２）において、Ｐが、式（Ｐ８）である請求項１～
３のいずれか１項に記載の化合物。
【請求項１１】
　少なくとも２つの化合物を含有し、少なくとも１つの化合物が請求項１～１０のいずれ
か１項に記載の化合物である液晶組成物。
【請求項１２】
　化合物の全てが重合性化合物である請求項１１に記載の液晶組成物。
【請求項１３】
　組成物全量を基準とする割合で、式（１）で表される化合物の少なくとも１つが０．０
１～９０重量％の範囲であり、式（Ｍ１）および（Ｍ２）のそれぞれで表される化合物の
群から選択された少なくとも１つの重合性化合物が１０～９９．９９重量％の範囲である
液晶組成物。
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　式（１）において、Ｑ１～Ｑ４は独立して、式（２）、水素、ハロゲン、または炭素数
１～３０のアルキルであり、このアルキル中の任意の－ＣＨ２－は、－Ｏ－、－Ｓ－、－
ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＣＨ＝ＣＨ－、または－Ｃ≡Ｃ－で置き換えられてもよく、そ
して任意の水素はハロゲンで置き換えられてもよく、Ｑ１～Ｑ４の少なくとも２つはそれ
ぞれ異なる基を表してもよい式（２）であり；式（２）において、Ａは独立して、１，４
－シクロへキシレン、１，４－フェニレン、１，４－シクロヘキセニレン、ピリジン－２
，５－ジイル、ピリダジン－３，６－ジイル、ピリミジン－２，５－ジイル、ビシクロ［
２．２．２］オクタン－１，４－ジイル、ナフタレン－２，６－ジイル、テトラヒドロナ
フタレン－２，６－ジイル、デカリン－２，６－ジイイル、または１，３－ジオキサン－
２，５－ジイルであり、これらの環の任意の水素がハロゲン、炭素数１～３のアルキルま
たは炭素数１～３のフルオロアルキルで置き換えられてもよく；Ｘは独立して、単結合ま
たは炭素数１～２０のアルキレンであり、このアルキレン中の任意の－ＣＨ２－は、－Ｏ
－、－Ｓ－、－ＣＯＯ－または－ＯＣＯ－で置き換えられてもよく、そして任意の水素は
フッ素で置き換えられてもよく；Ｚは、単結合、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＣＨ２ＣＨ

２－、－（ＣＨ２）４－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＯＣＨ２－、－（ＣＨ２）３Ｏ－、－Ｏ（Ｃ
Ｈ２）３－、－ＣＦ２ＣＦ２－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＨ＝ＣＨＣＨ２ＣＨ２－、－ＣＨ

２ＣＨ２ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＨ＝ＣＨＣＨ２Ｏ－、－ＯＣＨ２ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＦ＝Ｃ
Ｆ－、－Ｃ≡Ｃ－、－ＣＦ２Ｏ－、－ＯＣＦ２－、－ＣＨ２ＣＨ２ＣＦ２Ｏ－、－ＯＣＦ

２ＣＨ２ＣＨ２－、－ＣＨ２ＣＨ２ＣＯＯ－、－ＯＣＯＣＨ２ＣＨ２－、－ＣＨ＝ＣＨＣ
ＯＯ－、－ＯＣＯＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡ＣＣＯＯ－、または－ＯＣＯＣ≡Ｃ－であり；ｎ
は、０～３の整数であり、ｎが１、２または３であるとき複数のＡはそれぞれ同一の基で
あってもよく、異なる基であってもよく、またｎが２または３であるとき複数のＺはそれ
ぞれ同一の基であってもよく、異なる基であってもよく；Ｐは、式（Ｐ１）～（Ｐ８）で
表される重合性の基のいずれか１つであり；Ｗは、水素、ハロゲン、炭素数１～３のアル
キルまたは炭素数１～３のフルオロアルキルである。ただし、Ｑ１およびＱ２が共に水素
、かつＱ３およびＱ４が共に式（２）であるとき、Ｐは（Ｐ８）ではない。

　式（Ｍ１）および式（Ｍ２）において、Ｐ１は独立して、式（Ｐ９）～（Ｐ１２）で表
される重合性の基のいずれか１つであり；Ｗは、水素、ハロゲン、炭素数１～３のアルキ
ルまたは炭素数１～３のフルオロアルキルであり；Ｒ１は、水素、フッ素、塩素、－ＣＮ
または炭素数１～２０のアルキルであり、このアルキルにおいて、任意の－ＣＨ２－は、
－Ｏ－、－ＣＯＯ－または－ＯＣＯ－で置き換えられてもよく、そして任意の水素はハロ
ゲンで置き換えられてもよく；Ａ１は独立して、１，４－シクロへキシレン、１，４－フ
ェニレン、１，４－シクロヘキセニレン、ピリジン－２，５－ジイル、ピリミジン－２，
５－ジイル、ナフタレン－２，６－ジイル、またはフルオレン－２，７－ジイルであり、
これらの環の任意の水素はハロゲン、炭素数１～３のアルキルまたは炭素数１～３のハロ
ゲン化アルキルで置き換えられてもよく；Ｘ１は独立して、単結合または炭素数１～２０
のアルキレンであり、このアルキレン中の任意の－ＣＨ２－は、－Ｏ－、－ＣＯＯ－また
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は－ＯＣＯ－で置き換えられてもよく；Ｚ１は独立して、単結合、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ
－、－ＣＨ２ＣＨ２－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＯＣＨ２－、－
ＣＦ２Ｏ－、－ＯＣＦ２－、－ＣＨ＝ＣＨＣＯＯ－、または－ＯＣＯＣＨ＝ＣＨ－であり
；ｓは、１～３の整数であり、ｓが１、２または３であるとき、複数のＡ１はそれぞれ同
一の基であってもよく、異なる基であってもよく、またｓが２または３であるとき、複数
のＺ１はそれぞれ同一の基であってもよく、異なる基であってもよい。
【請求項１４】
　式（Ｍ１）および（Ｍ２）のそれぞれで表される化合物の群からから選択された少なく
とも１つの重合性化合物が、式（Ｍ１ａ）～（Ｍ２ｃ）のいずれか１つで表される化合物
である請求項１３に記載の液晶組成物。

　式（Ｍ１ａ）～（Ｍ２ｃ）において、Ｐ１は、式（Ｐ９）～（Ｐ１２）で表される重合
性の基のいずれか１つであり；Ｒ１は、水素、フッ素、塩素、－ＣＮ、または炭素数１～
２０のアルキルであり、このアルキルにおいて、任意の－ＣＨ２－は、－Ｏ－、－ＣＯＯ
－または－ＯＣＯ－で置き換えられてもよく、そして任意の水素はハロゲンで置き換えら
れてもよく；環Ａ２は独立して、１，４－シクロへキシレンまたは１，４－フェニレンで
あり、Ｗ１は独立して、水素、ハロゲン、炭素数１～３のアルキルまたは炭素数１～３の
ハロゲン化アルキルであり；Ｘ１は独立して、単結合または炭素数１～２０のアルキレン
であり、このアルキレン中の任意の－ＣＨ２－は、－Ｏ－、－ＣＯＯ－または－ＯＣＯ－
で置き換えられてもよく；ｐおよびｑは独立して、０または１であり、ｍは独立して、０
～５の整数である。
【請求項１５】
　請求項１に記載の化合物の少なくとも１つを重合させて得られる重合体。
【請求項１６】
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　請求項１１～１４のいずれか１項に記載の組成物を重合させて得られる重合体。
【請求項１７】
　重量平均分子量が、５００～１，０００，０００である請求項１５または１６に記載の
重合体。
【請求項１８】
　重量平均分子量が、１，０００～５００，０００である請求項１５または１６に記載の
重合体。
【請求項１９】
　請求項１に記載の化合物の少なくとも１つ、または請求項１１～１４のいずれか１項に
記載の液晶組成物を配向させた後、電磁波を照射して化合物または組成物を重合させるこ
とにより液晶の配向状態を固定化して得られる光学異方性を有する成形体。
【請求項２０】
　固定化された液晶の配向状態がツイスト配向である請求項１９に記載の成形体。
【請求項２１】
　請求項１９または２０に記載の成形体からなる光学素子。
【請求項２２】
　１ｎｍ以上２００ｎｍ未満の螺旋ピッチを有する請求項２１に記載の光学素子。
【請求項２３】
　波長３５０～７５０ｎｍのうち、一部またはすべての領域の波長の光に円偏光二色性を
示す請求項２１に記載の光学素子。
【請求項２４】
　波長１００～３５０ｎｍの紫外光域にて円偏光二色性を示す請求項２１に記載の光学素
子。
【請求項２５】
　請求項１５～１８のいずれか１項に記載の重合体、請求項１９または２０に記載の成形
体、および請求項２１～２４のいずれか１項に記載の光学素子の群から選択される少なく
とも１つを含有する液晶表示素子。
【請求項２６】
　式（１）において、Ｑ１およびＱ２が水素、Ｑ３およびＱ４が独立して、式（２'）で
あり、式（２'）において、Ａは独立して、１，４－シクロヘキシレンまたは１，４－フ
ェニレンであり、Ｚは、単結合または－ＯＣＯ－であり、Ｗは、メチルまたはエチルであ
り、ｙは、２～１０の整数であり、ｎは、１または２である請求項１に記載の化合物。

【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　式（１）において、Ｑ１～Ｑ４は独立して、式（２）、水素、ハロゲン、または炭素数
１～３０のアルキルであり、このアルキル中の任意の－ＣＨ２－は、－Ｏ－、－Ｓ－、－
ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＣＨ＝ＣＨ－、または－Ｃ≡Ｃ－で置き換えられてもよく、そ
して任意の水素はハロゲンで置き換えられてもよく、Ｑ１～Ｑ４の少なくとも２つはそれ
ぞれ異なる基を表してもよい式（２）であり；式（２）において、Ａは独立して、１，４
－シクロへキシレン、１，４－フェニレン、１，４－シクロヘキセニレン、ピリジン－２
，５－ジイル、ピリダジン－３，６－ジイル、ピリミジン－２，５－ジイル、ビシクロ［
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２．２．２］オクタン－１，４－ジイル、ナフタレン－２，６－ジイル、テトラヒドロナ
フタレン－２，６－ジイル、デカリン－２，６－ジイイル、または１，３－ジオキサン－
２，５－ジイルであり、これらの環の任意の水素がハロゲン、炭素数１～３のアルキルま
たは炭素数１～３のフルオロアルキルで置き換えられてもよく；Ｘは独立して、単結合ま
たは炭素数１～２０のアルキレンであり、このアルキレン中の任意の－ＣＨ２－は、－Ｏ
－、－Ｓ－、－ＣＯＯ－または－ＯＣＯ－で置き換えられてもよく、そして任意の水素は
フッ素で置き換えられてもよく；Ｚは、単結合、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＣＨ２ＣＨ

２－、－（ＣＨ２）４－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＯＣＨ２－、－（ＣＨ２）３Ｏ－、－Ｏ（Ｃ
Ｈ２）３－、－ＣＦ２ＣＦ２－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＨ＝ＣＨＣＨ２ＣＨ２－、－ＣＨ

２ＣＨ２ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＨ＝ＣＨＣＨ２Ｏ－、－ＯＣＨ２ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＦ＝Ｃ
Ｆ－、－Ｃ≡Ｃ－、－ＣＦ２Ｏ－、－ＯＣＦ２－、－ＣＨ２ＣＨ２ＣＦ２Ｏ－、－ＯＣＦ

２ＣＨ２ＣＨ２－、－ＣＨ２ＣＨ２ＣＯＯ－、－ＯＣＯＣＨ２ＣＨ２－、－ＣＨ＝ＣＨＣ
ＯＯ－、－ＯＣＯＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡ＣＣＯＯ－、または－ＯＣＯＣ≡Ｃ－であり；ｎ
は、０～３の整数であり、ｎが１、２または３であるとき複数のＡはそれぞれ同一の基で
あってもよく、異なる基であってもよく、またｎが２または３であるとき複数のＺはそれ
ぞれ同一の基であってもよく、異なる基であってもよく；Ｐは、式（Ｐ１）～（Ｐ８）で
表される重合性の基のいずれか１つであり；Ｗは、水素、ハロゲン、炭素数１～３のアル
キルまたは炭素数１～３のフルオロアルキルである。ただし、Ｑ１およびＱ２が共に水素
、かつＱ３およびＱ４が共に式（２）であるとき、Ｐは（Ｐ８）ではない。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
［１１］　少なくとも２つの化合物を含有し、少なくとも１つの化合物が［１］～［１０
］項のいずれか１項に記載の化合物である液晶組成物。
［１２］　化合物の全てが重合性化合物である［１１］項に記載の液晶組成物。
［１３］　組成物全量を基準とする割合で、式（１）で表される化合物の少なくとも１つ
が０．０１～９０重量％の範囲であり、式（Ｍ１）および（Ｍ２）のそれぞれで表される
化合物の群から選択された少なくとも１つの重合性化合物が１０～９９．９９重量％の範
囲である液晶組成物。
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　式（１）において、Ｑ１～Ｑ４は独立して、式（２）、水素、ハロゲン、または炭素数
１～３０のアルキルであり、このアルキル中の任意の－ＣＨ２－は、－Ｏ－、－Ｓ－、－
ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＣＨ＝ＣＨ－、または－Ｃ≡Ｃ－で置き換えられてもよく、そ
して任意の水素はハロゲンで置き換えられてもよく、Ｑ１～Ｑ４の少なくとも２つはそれ
ぞれ異なる基を表してもよい式（２）であり；式（２）において、Ａは独立して、１，４
－シクロへキシレン、１，４－フェニレン、１，４－シクロヘキセニレン、ピリジン－２
，５－ジイル、ピリダジン－３，６－ジイル、ピリミジン－２，５－ジイル、ビシクロ［
２．２．２］オクタン－１，４－ジイル、ナフタレン－２，６－ジイル、テトラヒドロナ
フタレン－２，６－ジイル、デカリン－２，６－ジイイル、または１，３－ジオキサン－
２，５－ジイルであり、これらの環の任意の水素がハロゲン、炭素数１～３のアルキルま
たは炭素数１～３のフルオロアルキルで置き換えられてもよく；Ｘは独立して、単結合ま
たは炭素数１～２０のアルキレンであり、このアルキレン中の任意の－ＣＨ２－は、－Ｏ
－、－Ｓ－、－ＣＯＯ－または－ＯＣＯ－で置き換えられてもよく、そして任意の水素は
フッ素で置き換えられてもよく；Ｚは、単結合、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＣＨ２ＣＨ

２－、－（ＣＨ２）４－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＯＣＨ２－、－（ＣＨ２）３Ｏ－、－Ｏ（Ｃ
Ｈ２）３－、－ＣＦ２ＣＦ２－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＨ＝ＣＨＣＨ２ＣＨ２－、－ＣＨ

２ＣＨ２ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＨ＝ＣＨＣＨ２Ｏ－、－ＯＣＨ２ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＦ＝Ｃ
Ｆ－、－Ｃ≡Ｃ－、－ＣＦ２Ｏ－、－ＯＣＦ２－、－ＣＨ２ＣＨ２ＣＦ２Ｏ－、－ＯＣＦ

２ＣＨ２ＣＨ２－、－ＣＨ２ＣＨ２ＣＯＯ－、－ＯＣＯＣＨ２ＣＨ２－、－ＣＨ＝ＣＨＣ
ＯＯ－、－ＯＣＯＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡ＣＣＯＯ－、または－ＯＣＯＣ≡Ｃ－であり；ｎ
は、０～３の整数であり、ｎが１、２または３であるとき複数のＡはそれぞれ同一の基で
あってもよく、異なる基であってもよく、またｎが２または３であるとき複数のＺはそれ
ぞれ同一の基であってもよく、異なる基であってもよく；Ｐは、式（Ｐ１）～（Ｐ８）で
表される重合性の基のいずれか１つであり；Ｗは、水素、ハロゲン、炭素数１～３のアル
キルまたは炭素数１～３のフルオロアルキルである。ただし、Ｑ１およびＱ２が共に水素
、かつＱ３およびＱ４が共に式（２）であるとき、Ｐは（Ｐ８）ではない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
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